
 
量的予報技術資料 第21号 

 
 

平成 27年度予報技術 
研修テキスト 

 
 
 
 

（予報課） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

February  2016 

 

気 象 庁 予 報 部 

 
  

平
成
二
十
七
年
度
予
報
技
術
研
修
テ
キ
ス
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
八
年
二
月 

 

気
象
庁
予
報
部 



 



はじめに 

 
平成 27年を振り返ると、9月に台風第 18号から変った低気圧などの影響で、

総降水量が関東地方で 600ミリ、東北地方で 500ミリを超える記録的な大雨とな

り、鬼怒川が氾濫するなど栃木県、茨城県、宮城県を中心に洪水害や土砂災害が

多数発生した（平成 27年 9月関東・東北豪雨）。また近年では、平成 26年 8月広

島市を中心に猛烈な雨が降り、3時間降水量が 200ミリを超える記録的な大雨と

なり、避難勧告の前に土砂災害が発生したため、多くの住民が十分な避難行動を

とることができず甚大な災害となった。このほかにも、平成 24年の九州北部豪雨、

平成 23年の台風第 12号など、集中豪雨や台風等による甚大な被害が相次いでい

る。 

このように、雨の降り方が局地化、集中化、激甚化している状況を「新たなス

テージ」ととらえ、平成 27年 7月交通政策審議会気象分科会提言がとりまとめら

れた。提言では気象庁に対し、防災気象情報のあり方として「社会に大きな影響

を与える現象については、可能性が高くなくともその発生のおそれを積極的に伝

えていくこと」、また、観測・予測技術向上のための取組みとして「観測・予測技

術の向上は、防災気象情報改善の基盤であり、中長期的な視点を持って取り組ん

でいく必要があること」等が述べられている。 

本テキストは、平成 7年 10月の「量的予報の拡充に関する研修テキスト」刊行

以来 20年以上の長期にわたり、名称を変えながらその時々の最新の予報技術の解

説や、予報作業についての指針を提供し続け、防災気象情報の改善に資すること

を目的としているものである。今年度のテキストでは、第１章で平成 26年 12月

の記録的に発達した低気圧を題材に、暴風雪、高波、大雪、高潮についての現象

の仕組み及び災害に関する知識、予報作業の具体例について、また第 2章でメソ

気象を理解するための解析手法と大雨を予測するための着目点について、第 3章

では新しい技術や業務として、分科会提言の「可能性が高くなくともその発生の

おそれを積極的に提供」に対応する警報級の現象の可能性について、それぞれ解

説した。さらに、新たな技術として、平成 28年出水期前から予報作業に用いる次

期予報作業支援システム、新たに開発された浸水害と対応の良い浸水雨量指数、

新気象衛星ひまわり 8号の RGB合成画像、台風の進路・強度予報技術について、

取りあげた。 

全国の気象官署では、予報担当者育成のために日々取り組み、予報担当者各自

においても日々研鑽を積んでいる。本テキストが、継続的な能力向上の取り組み

の支援となり、技術力向上が図られること、ひいては防災気象情報の適時的確な

運用に繋がることを期待する。 

 

平成２８年２月 

                     予報課長 弟子丸 卓也  
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